
入試日程

入試方法
　よりたくさんの方のニーズに応えられるよう入試を実施しています。詳しくは本校入試担当に
お問い合わせいただくか、学生募集要項（※２０２3年９月頃発表）をご覧ください。

アドミッションポリシー
　函館高専は工学の知識とスキルを通して社会に貢献し、予測困難な未来を柔軟で力強く生き抜く
人材へと成長したい中学生を国内外から広く受け入れます。

函館ほか全国にある51の国立高等専門学校とその他設置している会場で受験できます。
※帰国生徒特別選抜及び後期学力検査による選抜は、函館のみでの実施です。

●出願時に「専願」か「併願」を選択　合格者は「専願」の受験者を優先して決定します。

●北海道内４高専複数校志望受験制度　最大で北海道内４高専９学科に出願することができます。「専願」として扱います。

●帰国生徒特別選抜　 

中学校推薦から自己推薦に変更（令和４年度実施の入試から）　
２会場（函館、札幌）で実施します。 ※予定
グローバルエンジニア特待生制度の導入。

必要な経費・経済的支援について
入学から卒業までに必要となる学校納付金等

　　国策等により、経済的困窮度が高いと認められる世帯を対象に、授業料が減免となる制度があります。

（１）高等学校等就学支援金（国策、対象は本科１～３年生）
所得が一定の水準以下（年収910万円程度）の世帯を対象に、本人からの申請に基づき、月額9,900円（年額118,800円）を学校が世帯に代わり受け取り、
授業料に充当する制度。支援額は、世帯の所得により加算（満額支援）されることもあります。学業成績は不問。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1342674.htm

（２）高等教育の修学支援新制度（国策、対象は本科４年生以上。専攻科生含む。）
非課税世帯及びこれに準じた世帯を対象に、「高等教育の修学支援新制度（授業料等減免＋給付奨学金）」による支援を、本人からの申請に基づき受けることが
できます。採用区分は「第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の３つに分かれており，それぞれ授業料額の「３／３・２／３・１／３」が免除となります。（学業基準有り、給付額及びその他詳
細は日本学生支援機構ホームページをご参照願います。）
https://www.gov-online.go.jp/cam/shugaku_shien/index.html

入学時 毎年

授業料減免

経済的支援制度について

その他、ご不明な点は右記お問い合わせ先まで …函館工業高等専門学校 学生課学生係　TEL：0138-59-6334その他、ご不明な点は右記お問い合わせ先まで …函館工業高等専門学校 学生課入試担当　TEL：0138-59-6420

在籍中は、日本学生支援機構（JASSO）や地方公共団体、その他団体等からの公募に基づき、経済的な修学支援を目的とした奨学金制度に申

請することができます。申請資格や月額、応募時期等の情報は、随時、学内掲示板等にてお知らせしています。

奨学金制度

■推薦による選抜      ： 2024年1月19日（金）
■学力による選抜      ： 2024年2月11日（日）

（納付額は令和4年1月時点のもの）

●入学金　84,600円
（風水害の被害を受けた等、特別な事情に該当する場合は、
申請に基づき、免除又は猶予を許可される場合があります。）

●諸経費　12,300円
学生会入会金1,500円、育成会入会金10,000円、記念写真代800円

●その他　80,000円～
教科書・体育用着など　約50,000円
ノートパソコン購入費　約30,000円～50,000円
※平成29年度新入生から、ノートPC所持が必須となりました。

●授業料　 年額２３４,６００円
(前期、後期の半期ごとに117,300円ずつ納付します)

●諸経費等　年額２４,５５０円～
日本スポーツ振興センター共済掛金1,550円
クラブ振興資金会費2,400円、学生会費6,600円、
育成会費14,000円他

推薦による選抜

学力検査による選抜

高専と大学における学費（授業料及び入学料）及び生活費の比較 令和4年12月6日 学生課学生係

差額
約1,000,000円

差額
約300,000円

学費（入学料＋授業料） 【自宅通学生】生活費 【自宅外生】生活費（住居費含む）（※）

※本資料における数値は目安となります。 
※参考資料「独立行政法人日本学生支援機構令和２年度学生生活調査結果（令和4年3月公表）」

差額
約1,030,000円

【求める人材像】

●科学技術に興味があり、それを活用して社会へ貢献する意欲のある人

●異なる文化を尊重し、国内及び国際社会で活躍したい人

●大学や専攻科に進学してさらに高い専門性を身につけたい人

●高専・大学・専攻科・実社会などの各ステージを通して成長し続けたい人

●仲間と協力してともに成長し、未来を切り開こうとする協調性やコミュニケーション能力のある人

※予定

例）日本学生支援機構奨学金（貸与第一種／有利子・貸与第二種／無利子・給付型）、北海道公立高校生等奨学給付金、
　　工藤育英会、天野工業技術研究所奨学金、道新ウェルネット奨学金 など

定員は生産システム工学科１２０名、物質環境工学科４０名、
社会基盤工学科４０名。次の方法で募集します。
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入試情報

高専専攻科（2年間）
489,000円

大学（4年間）
2,425,000円

高校（3年間）
362,000円 高専本科（5年間）

1,223,000円

大学（4年間）
1,251,000円

高校（3年間）
733,000円

高専専攻科（2年間）
846,000円

高専本科（5年間）
2,116,000円

大学（4年間）
2,732,000円

高校（3年間）
1,269,000円

高専専攻科（2年間）
553,000円

高専本科（5年間）
1,257,000円

計1,810,000円

計2,787,000円

計1,712,000円
計1,984,000円

計2,962,000円

計4,001,000円

KOSEN
HAKODATE
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